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岐阜県平岩地区ぼたる石鉱床調査報告

五十嵐　俊雄菅

Report　on出e　Fluorite　Deposit　of伍e　Hiraiwa　Mine，Gif職Prefecture

　　　　　　　　　　　　by　　l
　　　　　　　　　　Toshio　Igarashi

、

Abstrαct

　　一The　Huorite　deposits　of　the　Hiraiwa　and　Noborio　mines　are　situated　in　Kaminoho　vi1－

lage，Mugi－gun，Gifu　prefecture，　The　Hiraiwa　mine　is　one　of　the　largest　Huorite　mines　in

Japan，

　　　The　ore、deposits　are　a　simple　Huorite－calcedonic　quartz　vein，accompanying　wit寿only　a

little　amouht　of　adularia　and　impregnat6d　pyrite．

　　　The　wall　rock　consists　of　black　slate　and　granite・porphyr夕．　The　deposits　tend　to　form

ore　bonanza　in　granite－porphyry，but　in　the　black　slate，become　network。

要　 旨

平岩鉱山は岐阜県武儀郡上之保村に位置するほたる石

鉱床である。同地区の地質は粘板岩・砂岩およびチャー

トからなる古生層と，これを貫く花巌斑岩・石英斑岩お

よび粉岩等の岩脈類で構成きれている。

鉱床は粘板岩と花歯斑岩にまたがづて発達する2條の

平行する鉱脈で，’母岩の選択性が著しく，花嵩斑岩中で

富鉱体を形成し，脈幅衰大3m，脈品位65％caF2に

達する。

　造鉱脈鉱物は単純で，ほたる石と玉髄質石英之の縞状

鉱石で，このほか少量の氷長石と，盤際に鉱染状の黄鉄

鉱が認められるにすぎない。

1．緒　言
晒和31年9月，岐阜県平岩地区のほたる石鉱床調査

，を行なつたので，その結果を報告する。本地区には平岩

鉱山・登尾鉱山の2鉱山がある。いずれも昭和25年以

降に開発された鉱床で，きわめて歴史が浅いにもか㌧わ

らず，かなりの生産額を記録した。とくに平岩鉱山は・

わが国の代表的なほたる石鉱床の1つとして，昭和29

年度全国生産高の53％，30年度には78％を・占め・同，

種鉱山のなかでも，もつとも重要な地位を占めている。

　　　　　　　　　ヒ
2．1平岩鉱山
鉱区所在地：岐阜県武儀郡上之保村鳥屋市・益田郡菅

　　　　田町笹洞地内

鉱区番号：岐阜県採登553号

鉱　種：金・銀・ほたる石

鉱業権者：東京都中央区銀座東3丁目4，不二鉱業株

　　　式会社
沿 革：本鉱山は昭和25年5月に発見きれ，関東・

　鉱業株式会社の手により開発・経営きれた

　が，昭和28年3月から不二鉱業株式会社に

　移り，引続き稼行中である。

2．2登尾鉱山

鉱区所在地：岐阜県武儀郡上之保村鳥屋市・益田郡菅

　　　　田町笹洞地内

鉱区番号：岐阜県採登562号

鉱　種：金・銀・銅・マ、ンガン・ほたる石

鉢業権者：名古屋市昭和区狭間町36　渡辺良一

沿 革：平岩鉱山と同時の発見・開発で，始め上之

　保村石川某の所有であつたが，昭和27年

　3月現鉱業権者の経営に移り，しばらく稼

　動ののち晒和29年11月に休山，昭和30

　年5月再開し，現在に至つた。

3．位置および交通
2．鉱業権その他

＊鉱床部

、　　平岩鉱山は岐阜県武儀郡上之保村鳥屋市地内にあり，

　美濃太田市の北方直距25km，高山線飛騨金山駅の西方
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直距6．4kmに位置する。鉱山事務所は上之保村川合に

あり，飛騨金山駅一岐阜市間のバス経由地になつており

交通は便利である。鉱山事務所から山元までは自動三輪

車を通ずる。

　登尾鉱山は平岩鉱山の東に隣接し，位置および交通と

もに平岩鉱山に準ずる。鉱山事務所は上之保村鳥屋市に

あり，川合からバスの便がある。

　　市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　』
第1図位置交通図

生　地質の1概要

　本地区を構成する岩石は7大略1次の通りである（第2閣

図）。

　1）古生層，

　2）岩脈類

　4．1古生層

　古生層は主として粘板岩・砂岩および牙ヤ州トからな

る厚い累層で，地域全般にわたつて広く分布する。本地

域の基盤となつている最も古い岩層で，まだ時代決定を

するに足る積極的なデータに乏しいが，従来岩相上から

秩父古生層に対比きれているものである。地域西方では

ほy東西，東方ではN65～70。Eの走向を有し，60～

80。Nの傾斜を示す。

　粘板岩は平岩鉱山付近および地域南方に比較的広く分

布し，黒色石灰質ないし黒色炭質のものが多く，部分的

には砂質である。鉱床付近の粘板岩は節理の発達が著し

く，層理を識別することは容易でない。なお角礫化作用

を受けている部分も多く，かなり複雑な構造を有するも

ののようである。本岩の一部は岩脈類の貫入により軽度

の熱変成作用を受けているが，ホルンフエルヌを形成す

るにはいたつていない。

　砂岩は暗灰色堅硬珪質で，黒色粘板岩の角礫を多く含

有している．地域内における砂岩の分布は比較的狭く・

珪質砂岩のほかにまれにグレーワッケ質のものが地域南
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第3図　平岩・登．尾鉱潤付近地質図

方に小規模に分布している。本岩の一部は粘板岩と互層

している。

　チャートは一般に白色，淡灰色ないし淡青色を呈し，

きわめて堅硬緻密である。。最も広い分布箪囲を有し，層

理の発達が顕著であるが，層内摺曲がきわめて激烈で，

走向・傾斜の一般的傾向を判定することは困難である。

地域南方において黒色粘板岩と互層する部分があり，ま

た地域南方の少合沢，地域北東方の笹洞新田付近には，

赤褐色を呈するチャートが比較的によく連続して分布発

達する傾向があり，鍵層とし有効なものと考えられる。

　なお，チャート層中には多数の小マンガン鉱床が胚胎

されているので，本地域内にもマンガンを目的とした旧

坑が2，3みられる。

　4．2’：岩脈類

　本地域には多数の岩脈が貫入している。岩脈類は（1）

花崩斑岩，（2）石英斑岩，および（3）粉岩の3種に大別

きれるが，いずれも岩床状に貫入したもので，その貫入．

方向峠古生層の走向にほy平行する・

　花嵐斑岩は淡緑灰色を呈し，中粒完晶質で，斑晶に石

英『・斜長石，および角閃石を有する斑状組織を示す。こ

の地域に分布する岩脈類のなかでは最も広い分布を有し，

ほたる石鉱床に関連し，重要な母岩となる。古生層と接

する部分では縁辺相を形成し，石英・斜長石の斑晶のみ

を有する細粒岩となる。

　石英斑岩は比較的小規模に地域東方に分布する。肉眼

的に淡緑灰色を呈し，斑晶に石英・斜長石を含有するも

のである。

　粉岩は石英斑岩よりさら1こ小きい岩体で，地域東方に

分布している。肉眼的に淡青色を呈し，ほとんど斜長石

からなる斑晶を有している。

　上に述べた岩脈類はときに捕獲岩を保有し，古生層起

源と考えられるチャート・粘板岩等が捕獲されている。

5．鉱　　床

　平岩鉱山および登尾鉱山付近の地質は第3図に示し

たb鉱床は花嵩斑岩および粘板岩を母岩とする，2本の

平行するほたる石一石英脈’で，N20～40。Wの延長，㌔

東方に65～75。の傾斜を示し，南北約0，5km　l4わた

つて露頭が点々と連続している。

　坑道は平岩鉢山に通洞坑および2番坑の2坑口，登尾

鉱山に通洞坑があり・いずれも同一鉱脈を採掘し，とも

に下盤鑓を本鑓，上盤鑓を平行鑓と呼称している1他の

鉱脈はまだ発見きれていない。

　ごの鉢床1ま石英脈に伴なつて，ほたる石がその一部に

脈状に胚胎したもので，とくに両鉱山付近に比較的よく

集中したものと考えられる。両鉱山付近以外の露頭では

石英がおもで，ほたる石は散点状に含右きれているにす．

ぎない。

　平岩鉱山および登尾鉱山の坑内調査によれば，鉱脈は

、花嵐斑岩と粘板岩のなかの割れ目を充填したものである

＼

0　　　　　　　5瓜

醗跡醐岩醗鷹石馨粘櫨ロ石英
　　Eiヨ趾脳層総ノ断層

第4図a　平岩鉱山通洞坑本鑓
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二二判髄

＿本鑓

が，富鉱部の大部分け花闘斑岩中にあり，粘板岩が母岩

となつている場合には網状の単純石英脈となるか，ある

いは尖滅して単純な破砕帯となる傾向がある。

　チ　調査時に坑内で観察された富鉱部は，本鍾（下盤鑓）・

平行鑓 （上盤鑓）ともに延長約50mで，傾斜方向に1ま

地表から90卑下に及んでおり・さら駕下部に連続して

いると考えられる。従来ほたる石鉱床は一般に浅いもの

が多く，下部に期待することは往々危険を伴なうと考え

られているが，本鉱床の場合は例外的で，鉱脈型式をと

＼

o
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第5図a　登尾鉢山通洞坑
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第5図b　登尾鉱山下1番坑（一30m準）

るもののなかでは大きいものに属する。

　鉱脈は本鑓・平行鑛ともに鉱床学的に同性質のもので，

富鉱部は脈幅1～3m，平均脈品位CaF265％・を含有

，する。鉱脈の上部と下部でも，顕著な差は認められない

が，上部がや㌧優勢で，下部では断層により擾乱きれ採

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ掘上困難な箇所があり・脈幅も下部に行くにつれてや＼

狭くなる傾向がある。しかしこ、ぞ最も重要なことは本

鑓と平行鑓の間隔で，地表侍近で6m，通洞坑地並で5

m，下遜番坑で2mと下部に行く、にしたがつてその間隔

を縮めている。今後さらに採鉱が下部に及べばこの2本

の鉱脈は合流し，’単一のほたる石一石英脈になる可能性

が強い。

　鉱床は前述したようにほだる石一石英脈で，鉱脈の主

構成鉱暫はほたる石と石英で，こgほか少量の氷長石 と

鉱染状黄鉄鉱が認められるにすぎない。富鉱部1とおける

ほたる石は，幅10～15cmの数條の鉱條で，薄い石英脈
　　　　　　　　　　ヤを挾み脈幅一杯に充填されている。ほたる石は紫色・淡

紫色・緑色・淡青色・白色等いろいろの色を呈し，結晶

形を示す場合が少なく脆弱であるが，結晶面を示すもの

は6面体の自形結晶で直径1cm前後のものが多い。

　脈石鉱物の大部分は石英で，玉髄ないし蛋白石質で縞

状を呈する．氷長石は縞状玉髄質石英脈中の晶洞中に自

形で産出する．黄鉄鉱はほたる石一右英脈の盤際，母岩

と接する部分に鉱染状に産出する。本銘脈から産出する

唯一の硫化鉱物である。

　母岩は一般に軽い珪化作用を受け，粘板岩の一部は緑

泥石化作用を受けているが，著しいものではない。鉱脈

が断層で擾乱されている所には白色粘土が生成ざれてい

1るが，これはモンモリロン石と同定された。

　登尾鉱山の南東方に，本鉱脈の延長と考えら紅る石英

脈が点々と200m以上にわたつて露出し，その一部1こほた・

る石が散点状に認められる。その代表的なものは賀陽鉱

山（探鉱中）第1露頭である。こ＼では鉱脈は玉髄質石

英脈で約4mの脈幅を有するが，中心部の約1mはむし

ろ母岩が強い珪化作用を受けた部分とみられる。鉱脈走

向はN40。Wで東に急斜している。鉱脈の主構成鉱物

は玉髄質石英で，ほたる石を散点状に伴なうが，露頭の

中心部の沢のなかでは，ほとんど溶解して肉眼的に認め
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られず，探鉱坑道でのみ淡緑色のほたる石をみることが

できる。母岩は花嵐斑岩で弱い珪化作用を受け，鉱脈上

盤側の一部は断層作用により粘土化きれ，淡桃色粘土脈

となつている。この粘土脈はモンモリロン石と微粒ほた

る石との混合物からなつている。盤際の石英脈および母

岩は比較的多くの黄鉄鉱を鉱染している。

6，鉱石および生産高

　本鉱床産のほたる石鉱石の2，3の分析値を第1表に

掲げた。富鉱部における脈品位は65％CaF2に達する

が，調査時の採掘品位は42～50％CaF2で，手選によ’

り塊精鉱（70％CaF2）を採取し残りは粉砕し，ジガー

による粉鉱（精鉱および並鉱）を得ている。

　なお本鉱床産ほたる石についてX線粉末回折試験を行

なつたので，その結果を第2表に掲げた。その結果は同

時に行なつた五十島（新潟県）・豊栄（大分県）・岩倉（岐

阜県）各鉱山産のものと全く一致しao昌5・47Aと計算さ

れた。この値はDana一の値5・463Aに近似し孝値を示

す。

　　　　　　　　セ
　生産高は第3表に掲げた。

第2表ほたる石のX線粉末回折試験
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第1表　ほたる石精鉱分析値登尾鉱山特粉鉱
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　平岩地区のほたる石鉱床は，わが国の鉱脈型ほたる石

’鉱床のなかでは最も大きなものの1つである。現在まで　　と鉱染状黄鉄鉱を含有するにすぎない。

の総生産離2臥…tに近いとい繍てし・る．鉱脈の　以上灘合考察すると・今後次の諸点が問題となろ

構成は単純で，ほたる石と石英を主とし・少量の氷長石　　う。
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地質調査所月報

　1）　ほたる石鉱床は，花崩斑岩を母岩とした場合に富

鉱部を形成する傾向があるから，登尾鉱山南東方の露頭

との間の花嵩斑岩地域は，探鉱する価値があると考えら

れる。

　2）平岩・登尾鉱山では，現在の鉱床の下部で，2本

（第10巻第10号）

の鉱脈は1本に合流する傾向がある。したがつてきらに

下部への探鉱が望まれる。

　3）現在知られている鉱脈に平行する新鉱床発見のた

めの探鉱。

　　　　　　　　　　　　　（昭和卜31年9月調査）
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